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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成28年4月14日(2016.4.14)

【公開番号】特開2016-28647(P2016-28647A)
【公開日】平成28年3月3日(2016.3.3)
【年通号数】公開・登録公報2016-013
【出願番号】特願2014-151735(P2014-151735)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２０　
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３３４　

【手続補正書】
【提出日】平成28年1月13日(2016.1.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可変表示を行うことが可能な遊技機であって、
　遊技の進行を制御する遊技制御手段と、
　前記遊技制御手段から送信されるコマンドにもとづいて演出を制御する演出制御手段と
を備え、
　前記遊技制御手段は、
　可変表示の回数が所定回数になるまで遊技者にとって有利な有利状態に制御する状態制
御手段と、
　可変表示時間を示す可変表示時間コマンドと、所定コマンドと、電源投入に伴い前記有
利状態における可変表示の回数が前記所定回数になるまでの回数を特定可能な回数特定コ
マンドを送信するコマンド送信手段とを含み、
　前記演出制御手段は、
　前記可変表示時間コマンドにもとづいて可変表示を実行する可変表示実行手段と、
　可変表示の回数が前記所定回数になるまでの回数を更新する更新手段と、
　前記更新手段による更新結果に対応する報知を行う報知手段とを含み、
　前記可変表示実行手段は、
　前記有利状態に制御されていないときに、前記可変表示時間コマンドが正常に受信され
た場合、前記所定コマンドが正常に受信されなくても、可変表示を実行する一方、
　前記有利状態に制御されているときに、前記可変表示時間コマンドが正常に受信された
場合、前記所定コマンドが正常に受信されたことを条件に、可変表示を実行し、
　前記報知手段は、前記回数特定コマンドの後に前記可変表示時間コマンドが受信される
ことにもとづいて、報知を行う
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】



(2) JP 2016-28647 A5 2016.4.14

【０００１】
　本発明は、可変表示を行うことが可能な遊技機に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　（手段１）本発明による遊技機は、可変表示を行うことが可能な遊技機であって、遊技
の進行を制御する遊技制御手段（例えば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０）と、
遊技制御手段から送信されるコマンドにもとづいて演出を制御する演出制御手段（例えば
、演出制御用マイクロコンピュータ１００）とを備え、遊技制御手段は、可変表示の回数
が所定回数（例えば、５０回）になるまで遊技者にとって有利な有利状態（例えば、確変
状態）に制御する状態制御手段（例えば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０におけ
るステップＳ１４４，Ｓ１６７，Ｓ１６８を実行する部分）と、可変表示時間を示す可変
表示時間コマンド（例えば、変動パターンコマンド）と、所定コマンドと、電源投入に伴
い有利状態における可変表示の回数が所定回数になるまでの回数を特定可能な回数特定コ
マンド（例えば、残余回数指定コマンド）を送信するコマンド送信手段（例えば、遊技制
御用マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ４６，６０，Ｓ１０２，Ｓ１０７～
Ｓ１０９を実行する部分）とを含み、演出制御手段は、可変表示時間コマンドにもとづい
て可変表示を実行する可変表示実行手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１０
０におけるＳ８０１～Ｓ８０３を実行する部分）と、可変表示の回数が所定回数になるま
での回数（例えば、残余確変回数Ｋ）を更新する更新手段（例えば、演出制御用マイクロ
コンピュータ１００におけるステップＳ３００１を実行する部分）と、更新手段による更
新結果に対応する報知を行う報知手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００
におけるステップＳ３００２を実行する部分）とを含み、可変表示実行手段は、有利状態
に制御されていないときに、可変表示時間コマンドが正常に受信された場合、所定コマン
ドが正常に受信されなくても、可変表示を実行する（例えば、ステップＳ２６０１のＮで
ある場合、表示結果指定コマンドおよび背景指定コマンドを受信したか否かにかかわらず
ステップＳ８００１～Ｓ８００８を実行する）一方、有利状態に制御されているときに、
可変表示時間コマンドが正常に受信された場合、所定コマンドが正常に受信されたことを
条件に、可変表示を実行し（例えば、ステップＳ２６０１のＹである場合、表示結果指定
コマンドおよび背景指定コマンドを受信したことを条件に（ステップＳ２６０２のＹ，Ｓ
２６０４のＹ）ステップＳ８００１～Ｓ８００８を実行する）、報知手段は、回数特定コ
マンドの後に可変表示時間コマンドが受信されることにもとづいて、報知を行う（例えば
、ステップＳ６７９のＹの後の演出図柄変動開始処理において、ステップＳ３００２を実
行する）ことを特徴とする。そのような構成によれば、状況に応じた処理を実現すること
ができる。
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